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原料費調整制度の変更についてのお知らせ

日頃より弊社のLPガスをご利用いただき、誠にありがとうございます。
さて、国内のLPガスの輸入につきましては、従来の調達先である中東産に加え、米国からの輸入量が増加する傾向にあります。これはシェールガス採取に伴うLPガスの増産や、新パナマ運河開通による輸送日数の短縮等を背景に、米国産LPガスの輸出環境が向上したことによるものです。こうした米国産LPガスの輸出量増加は、中東産への牽制となり、日本国内のLPG調達の安定化へと作用します。このような環境の下、当社ではこれまで貿易統計におけるLPガスの数量及び価格の変動を反映したガス料金の調整を行ってまいりましたが、LPガス輸入環境の変化による日本国内の石油元売(メーカー)要望も踏まえ、下記のとおり、２０２２年１月検針分より中東産LPガス及び米国産LPガスの原料価格に基づく調整制度を採用させていただくこととなりました。
なお、この度の原料費調整制度の変更による基準平均原料価格及びガス料金(基本料金、基準単位料金)の変更はございませんので、併せてお知らせいたします。
今後とも皆様のご期待に応えるようサービスの向上と安定供給に努めてまいりますので、変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
記
原料費調整条項の変更について
[bookmark: _Hlk86400272]１《基準平均原料価格（トン当たり）》※変更はございません。
６４，７６０円　　
２《平均原料価格の算定（円/トン）》
[bookmark: _Hlk86300454][bookmark: _Hlk86400325]【変更前】平均原料価格の算定（円/トン）
[bookmark: _Hlk86300501]平均原料価格＝３か月間における貿易統計の数量及び価格から算定したトン当たりプロパン平均価格

【変更後】平均原料価格の算定（円/トン）	
平均原料価格＝【（前々月と前月の中東産輸入原料価格（CP※１）の平均値）×０．７
[bookmark: _Hlk87432873]＋　
{(前月の米国産輸入原料価格(MB※２)＋米国内物流経費（※３）}×０．３】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前月為替レート（TTS※６）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋
　　　　　　　　前月輸送運賃{（中東輸送運賃（中東フレート※４）×０．７）＋（米国輸送運賃（米国
フレート※５）}
*算定結果の１０円未満は四捨五入　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏面をご覧ください。

※１　CP
　　　　CP（Contract　Price＝通告価格）とは、サウジアラビア国営石油会社であるサウジアラムコ社
　　　が１９９４年１０月から導入したLPガスの政府公式販売価格（サウジアラビア積み出し価格）で
す。
※２　MB
　MB（Mont　Belvieu＝モントベルビュー）とは、アメリカ・テキサス州モントベルビュー市場
でのLPガス取引価格であり、ヒューストンから輸出されるLPガス価格の指標となっています。
※３　米国内物流経費
　　　　モントベルビュー産LPガスはパイプラインに流通しているNGL（天然ガス液）からプロパン
ガスを取出し、マイナス４２℃に冷却し再液化し出荷している。そのため輸出価格には、輸出ター
ミナルの使用料が賦課されます。
※４　中東輸送運賃（中東フレート）とは、中東から日本に輸入する輸送運賃のことです。
※５　米国輸送運賃（米国フレート）とは、米国から日本に輸入する輸送運賃のことです。
※６　TTS
　　　　TTS（Telegraphic　Telegraphic　Selling　rate=対顧客電信売相場）とは、円を外貨に交換する
ときに交換するときに適用されるか為替レートのことです。前月１日～末日までの三菱ＵＦＪ銀
行が公表する平均値を使用します。
[bookmark: _Hlk86397375]３《原料価格変動額を算定（円/トン）》　※変更ございません。　　
イ　平均現価格が基準平均原料価格以上のとき
　　　　原料価格変動額＝平均原料価格－基準平均原料価格
ロ　平均原料価格が基準平均原料価格未満のとき
　　　　原料価格変動額＝基準平均原料価格－平均原料価格
※算定結果の１００円未満の端数を切り捨てた１００円単位の金額といたします。
４《調整額の算定（円/トン）》　※変更ございません。
イ　平均原料価格が基準平均原料価格以上のとき
[bookmark: _Hlk86397856]　　　調整単位料金（１立法メートル当たり）
[bookmark: _Hlk86397877]　　　＝基準単位料金（税抜）＋0.210円×原料価格変動額/１００円×（１＋消費税率）
ロ　平均原料価格が基準平均原料価格未満のとき
　　　調整単位料金（１立法メートル当たり）
　　　＝基準単位料金（税抜）―0.210円×原料価格変動額/１００円×（１＋消費税率）
　※小数点第３位以下の端数は切り捨てます。この調整額が従量料金単価（税込）に反映されます。
以上
※原料費調整制度に伴う調整単価の算定方法及び毎月の料金につきましては、弊社ホームページ(http://
  www.sendailpg.co.jp)で公表いたしますので、詳細は弊社ホームページをご確認くださいますようお願い申し上げます。
